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前期終了、後期スタート 生徒へのメッセージ 
 本校は２学期制で、９月末で前期が終わり、10 月から後期がスタートとなります。９月

30 日（火）に前期終業式を行いました。私からは、各学年に次のような話をしました。 

３学年 高校生活残り半年。登校日は 100 日もありません。進路決定に向けた取り組みに

最後まで諦めることなく精一杯努力してください。また、就職内定、進学合格という人が

今後多く出てきます（願います）が、年明けまで頑張る人がいることに思いをはせ、自身

の言動には注意を払い、みんなで３月１日の晴れの日を迎えましょう。 

２学年 今日で今年度の半分が終えたと同時に、高校生活３年間の折り返し地点を過ぎた

ことになります。台湾への見学旅行は十分に楽しみ、学んでほしいですが、終えた後は、

本校卒業後の自分はどうしていくのかを考えたり相談したりといったことやその目標実現

に向けた具体的な行動をとっていく日々にしてください。 

１学年 高校生活半年を終えました。来月にはインターンシップがあります。少しずつ自

分の将来について考えるとともに、１年生の間は何よりも基礎が大切となるので、日々の

学校生活（授業等）を大切に過ごしてください。また、先輩や先生方をはじめ、場にふさ

わしい態度、礼儀を意識した行動をしてください。 

 また、全体には、「よいものはよい、ダメなものはダメ。それは生徒同士、生徒と先生で

も同じです。また、生徒も先生も一人の人間です。一人ひとりかけがえのない大切な存在

です。そのことを意識し、存在を認めつつ、喜びは分かち合い、悲しみは共有し、注意す

べき時は注意するといった関係をこれからも築いてください。」と話しました。 

 大樹高校。小さな学校ですが、全体として、生徒の頑張り、先生方の取り組み、どちら

も素晴らしいと実感しています。しかし、個々に目を向けた時、もう少しこうできるので

は？ 逆に、そこまで頑張りすぎなくても？ といった様子も見受けられます。私も気づ

いたことは先生方や時には生徒に直接話していき、誰もが「大樹高校で良かった」と思え

る学校づくりに、引き続き力を入れていきたいと、後期を迎えるにあたって気持ち新たに

したところです。保護者の皆様、地域の皆様、今後とも大樹高校の教育活動にご支援、ご

協力をよろしくお願いいたします。 

また、これからもお子さんからの話が何よりですが、本校ホー 

ムページや学校だより、地域探究科通信等で本校の活動を発信し 

ていきますので、お時間のある時にぜひご覧ください。 

【再・お知らせ】合唱祭 明日 13：35 から開催 
 本校の特色ある行事の一つが「合唱祭」です。大樹町生涯学習センター内コスモスホー

ルで開催します。各学年、課題曲である「心の瞳」と自由曲の２曲を披露し、全校合唱も

行います。また、生徒会執行部の代替わりに伴う式も行います。 

保護者の皆様をはじめ、当日、お時間のある方はぜひご来場ください。 

このまちの、すべてが教材です。


